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訪日外客数 年９月
～自然災害の影響で減少に転じる。７ ９月期の成長率下押し要因に～
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○自然災害の影響で、 年１月以来の減少に転じる

日本政府観光局（ ）から発表された９月の訪日外客数は 万 人、前年比▲ ％（８

月：＋ ％）となった。前年比のマイナスは 年１月以来のことになり、季節調整値（筆者試算）

でも前月比▲ ％と落ち込んでいる。６月の大阪府北部地震や７月の西日本豪雨等に関する報道の影

響で７～８月にかけて既に弱い動きとなっていたが、９月は一段と水準を切り下げている。訪日外国

人の約４分の１が利用している関西国際空港が、台風 号の影響で閉鎖されたことの影響が大きく出

た形である。加えて、北海道胆振東部地震により新千歳空港が一時閉鎖されたことも響いている。こ

れらの相次ぐ自然災害の影響で航空便の欠航が相次いだほか、キャンセルも多く発生し、訪日客の減

少に繋がった。なお、国別では、訪日客に占める割合の大きい中国（前年比：６月＋ ％→７月＋

％→８月＋ ％→９月▲ ％）、韓国（前年比：６月＋ ％→７月▲ ％→８月▲ ％→９

月▲ ％）など、東アジア市場での悪化が目立つ。

基本的には自然災害による悪化は一時的で、先行きは回復に向かうと思われるが、そのペースにつ

いては不透明感が強い。空港の閉鎖等の障害は概ね解消されたものの、自然災害が相次いだことで、

（出所）日本政府観光局「訪日外客数」

（注）季節調整は第一生命経済研究所
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日本への観光を手控える動きが残る可能性があるだろう。年内に訪日外客数が４ ６月期の水準まで戻

ることは難しいかもしれない。

○訪日消費減が７ ９月期のＧＤＰを下押し

自然災害の影響で下押しされた結果、７ ９月期の訪日外客数（季節調整値）は前期比▲ ％と大

幅に減少した（４ ６月期：＋ ％）。なお、訪日客消費は、ＧＤＰでは「非居住者家計の国内での

直接購入」としてカウントされるが、これはサービス輸出の一部に該当する。４ ６月期の実質・非居

住者家計の国内での直接購入は前期比＋ ％と６四半期連続で増加していたが、７ ９月期は▲９％

程度の大幅減になりそうで、輸出の下押し要因になることは必至の状況だ。この要因により、７ ９月

期の輸出は前期比で▲ ％ 程度、ＧＤＰは前期比年率で▲ ％ 程度押し下げられる可能性が高

い。

また、７、８月の輸出が低調に推移していたことに加え、９月の財輸出についても空港の閉鎖によ

り悪影響を受けることを考慮すると、７ ９月期の実質財・サ輸出は前期比でマイナスに転じる可能性

が高い。７ ９月期の実質ＧＤＰ成長率がマイナスになる可能性も十分あるとみておくべきだろう。




